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２
０
２
４
年
４
月
よ
り
高
崎
市
広
報
の
デ
ジ
タ
ル
版

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
紙
面
版
は
今
ま
で
の
月
２
回
か
ら

１
回
へ
集
約
し
、デ
ジ
タ
ル
版
で
は
紙
面
で
取
り
上
げ
た

内
容
を
映
像
や
画
像
で
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く
お
届
け

予
定
。
高
崎
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
友
達
登
録
し
て
い
た
だ
く

と
、情
報
を
素
早
く
お
届
け
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、下
記
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

友
だ
ち
追
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
風
会
は
２
０
２
４
年
も

高
崎
市
の
発
展
・
市
民
の
皆
様
の
幸
せ
の
た
め
に

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す

今
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

　

10
月
25
日
、26

日
に
福
岡
県
北
九

州
市
で
開
催
さ
れ

た「
第
18
回
全
国

市
議
会
議
長
会
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に

新
風
会
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
主
催
は
全
国
市
議
会
議
長
会

で
、全
国
の
市
議
会
議
員
２
５
０
０

名
が
一
堂
に
会
す
る
、い
わ
ば
市
議

の
全
国
大
会
と
さ
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
す
。
基
調
講
演
は
大
正
大
学
教

授
で
地
域
構
想
研
究
所
長
の
片
山

善
博
氏
に
よ
る「
躍
動
的
で
ワ
ク
ワ

ク
す
る
市
議
会
に
」で
、パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョン
は「
統
一
地
方
選
挙
の

検
証
と
地
方
議
会
の
課
題
」。
無

投
票
や
低
投
票
率
を
避
け
る
た
め
、

社
会
の
働
き
方
の
ル
ー
ル
を
見
直

し
、多
様
な
人
材
が
参
画
し
や
す

い
仕
掛
け
づ
く
り
な
ど
、議
会
へ
の

関
心
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
、認
識
を
一
致
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、北
九
州
市
の
ご
み
処
理

施
設「
新
門
司
工
場
」を
視
察
し
ま

し
た
。

　

新
風
会
に
届
く
要
望
の
中
で
も
、た
く

さ
ん
の
お
声
を
い
た
だ
く
の
が「
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助
成
」に
つ
い
て
。

新
風
会
で
は
市
長
要
望
を
は
じ
め
、実
現

に
向
け
て
声
を
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、い
よ

い
よ
令
和
６
年
度
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
正
式
な
決
定
は
３
月

定
例
会
で
の
議
決
後
で
す
が
、「
満
50
歳
以

上
の
市
民
」お
よ
び「
帯
状
疱
疹
に
罹
患
す

る
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
満
18
歳

以
上
の
市
民（
高
リ
ス
ク
者
）」を
対
象
に

接
種
費
用
の
約
半
分
に
あ
た
る
金
額
を
助

成
し
ま
す
。
事
業
開
始
は
令
和
６
年
４

月
１
日
を
予
定
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助
成
が
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
予
定

　

職
場
環
境
改
善
の
一
環
で
本
市
で
も
ス
マ
ー
ト
ビ

ズ
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
全
職
員
を
対
象
に
軽

装
勤
務
を
通
年
で
認
め
、議
員
も
そ
れ
に
倣
い
場
面

に
応
じ
た
服
装
で
公
務
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。
数

年
前
よ
り
、当
会
派
の
議
員
か
ら
も
先
進
的
取
り
組

み
と
し
て
要
望
が
な
さ
れ
て
お
り
、よ
う
や
く
叶
っ
た

形
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、本
市
職
員
の
職
場
環

境
改
善
や
、時
代
の
流
れ
に
即
し
た
提
言
を
会
派
と

し
て
も
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
ビ
ズ
導
入
へ

　

烏
川
左
岸
に
建
設
予
定
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
設
計

業
務
の
受
託
候
補
事
業
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
外

観
は
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
重
ね
た
イ
メ
ー
ジ
を

ベ
ー
ス
に
ど
の
方
角
か
ら
見
て
も
美
し
い
シ
ル
エ
ッ
ト

と
な
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
形
状
。
高
崎
産
フ
ル
ー
ツ

な
ど
、高
崎
の
食
文
化
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
や
県

内
外
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
魅
力

あ
る
外
観
。
建
設
工
事
は
２
０

２
５
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま

す
。
外
構
工
事
費
を
含
ん
だ

概
算
建
設
工
事
費
は
約
５
億

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
新
風

会
は
以
前
か
ら
新
年
度
予
算

施
策
要
望
の
際
に
市
当
局
に
要

望
し
て
き
ま
し
た
。

和
田
橋
近
く
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

全
国
市
議
会
議
長
会

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

来年度から広報の
デジタル版が

スタートします!

来年度から広報の
デジタル版が

スタートします!

一般会計補正予算（第6号）歳出内訳 （単位：千円）

議会費 670,820 ▲ 11,869 658,951

総務費 17,026,352 680,403 17,706,755

民生費 62,361,369 930,629 63,291,998

衛生費 23,883,420 1,779,301 25,662,721

労働費 1,329,228 ▲ 725 1,328,503

農林水産業費 2,772,355 29,750 2,802,105

商工費 19,031,085 2,538 19,033,623

土木費 11,576,537 82,158 11,658,695

教育費 14,622,060 272,126 14,894,186

災害復旧費 6 0 6

歳出合計 172,476,626 3,764,311 176,240,937

補正額補正前の額 計

＊ 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
選
手
団
受
入

事
業
委
託
料 

 

２
，５
０
０
万
円

＊ 

榛
名
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
照

明
改
修
工
事 

５
０
０
万
円

＊ 

市
税
還
付
金
及
び
還
付
加

算
金 

３
，０
０
０
万
円

＊ 
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

シ
ス
テ
ム
整
備
委
託
料

 
 

２
，０
５
９
万
円

＊ 

子
ど
も
・
母
子
家
庭
等
・
父
子
家
庭
・

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

扶
助
費 

２
億
７
，５
１
６
万
円

＊ 

子
育
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
事
業

委
託
料 

１
１
０
万
円

＊ 

母
子
生
活
支
援
施
設
入
所
負
担
金

 
 

２
，０
０
０
万
円

＊ 

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
推
進
事
業 

４
９
０
万
円

＊ 

子
宮
頸
が
ん
個
別
予
防
接
種

委
託
料 

１
億
６
９
６
万
円

＊ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種

扶
助
費 

１
億
２
，４
０
０
万
円

＊ 

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費

支
給
事
業 

３
，２
２
２
万
円

＊ 

高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業 

 

15
億
２
，０
０
０
万
円

＊ 

農
業
災
害
対
策
補
助
金 

 

５
０
０
万
円

＊ 

被
災
農
業
者
向
け
復
旧
支
援
事

業
補
助
金 

１
，２
０
０
万
円

＊ 

道
路
新
設
改
良
舗
装
工
事

 
 

５
，０
０
０
万
円

＊ 

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
工
事

 
 

２
，６
３
０
万
円

＊ 
橋
り
ょ
う
耐
震
補
強
工
事

 
 

４
，２
０
０
万
円

＊ 

ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
周
辺
遺
跡
発
掘

調
査
事
業 
１
，９
０
０
万
円

　

11
月
30
日
か
ら
12
月
15
日

ま
で
16
日
間
、令
和
５
年
度
第

５
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
会
議
で
は
報
告
１

件
、承
認
２
件
、議
案
37
件
と
、

請
願
３
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
、

議
案
に
つ
い
て
は
全
て
原
案
可

決
、請
願
３
件
は
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
議
案
等
の
主
な

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　

職
員
人
件
費
や
電
気
料
な

ど
の
ほ
か
、主
に
次
の
項
目
が

補
正
さ
れ
ま
し
た
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

高
崎
ア
リ
ー
ナ
、群
馬
音
楽

セ
ン
タ
ー
、清
水
善
造
メ
モ

リ
ア
ル
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

59
施
設

議
案
第
１
２
１
号
か
ら

 
 

１
３
９
号

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

37
億
６
，４
３
１
万
円

議
案
第
１
４
３
号

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

＊
低
所
得
世
帯
支
援
特
別
給
付

金
給
付
事
業（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、食
料
品

な
ど
物
価
高
騰
に
対
応
し
て
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
７
万
円
を
支
給
し
ま

す
。）         

26
億
７
，７
２
７
万
円

議
案
第
１
５
０
号



後閑 賢二

衆議院議員  小渕優子 様

衆議院議員  福田達夫 様参議院議員  清水真人 様

参議院議員  中曽根弘文 事務所様衆議院議員  福重隆浩 様

： 議員発言： 執行部答弁 http://takasaki.gijiroku.com/voices/g07_Shitsumon.asp

※以下、質問順で掲載しております。こちらに掲載して
いる内容は、質問と答弁の一部です。全文および録画
配信が高崎市議会ホームページにて随時アップされま
すので、そちらも是非ご覧くださいませ。

消
防
団
に
つ
い
て

 

団
員
の
欠
員
状
況
と

原
因
は
。

 

条
例
定
数
１
５
２
０
人

の
と
こ
ろ
、実
員
が
１
２
４
８

人
で
欠
員
２
７
２
人
で
あ
る
。

原
因
は
、少
子
高
齢
化
に
よ

る
若
年
層
の
減
少
や
就
業

構
造
、価
値
観
の
変
化
に
よ

り
団
員
の
確
保
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

 

ポ
ン
プ
車
要
員
の
確
保

と
任
務
、現
状
に
つ
い
て
。

 

詰
所
の
近
隣
に
居
住
す

る
団
員
を
優
先
確
保
。
任

務
は
火
災
現
場
ま
で
の
緊

急
走
行
や
常
備
消
防
と
の

連
携
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

消
防
団
活
動
の
要
で
あ
る
。

 

ポ
ン
プ
車
要
員
の
任

務
に
見
合
っ
た
報
酬
・
手

当
は
。

 

年
額
４
万
４
千
円
を
個

人
口
座
へ
消
防
団
報
酬
と
し

て
支
給
し
、手
当
は
出
場
等

交
付
金
と
し
て
団
員
階
級
で

一
人
当
た
り
３
万
３
千
円
が

分
団
口
座
へ
支
給
さ
れ
、ポ

ン
プ
車
要
員
手
当
に
含
ま
れ

て
い
る
。
更
な
る
処
遇
改
善

に
努
め
る
。

 

消
防
団
で
あ
る
市
職
員

の
人
事
異
動
で
の
配
慮
は
。

 

消
防
団
活
動
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
活
動
へ
積
極

的
な
働
き
か
け
を
行
う
と

と
も
に
、活
動
に
参
加
し
や

す
く
な
る
よ
う
に
配
慮
し

な
が
ら
適
切
な
人
事
配
置

に
努
め
た
い
。

　

令
和
５
年
11
月
２
日
会
派
要
望

の
提
出
の
た
め
自
民
党
本
部
及
び

各
国
会
議
員
事
務
所
を
訪
問
し
た
。

会
派
か
ら
の
要
望
事
項
は
以
下
の

通
り
。

　

今
後
も
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
集

約
し
、会
派
と
し
て
各
要
望
事
項

の
早
期
実
現
に
向
け
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

１
． 

豊
岡
新
駅
、豊
岡
大
橋
の
早

期
着
工

２
． 

市
内
河
川
の
未
堤
防
区
間
の

堤
防
早
期
完
成

３
． 

堤
ヶ
丘
飛
行
場
跡
地
の
有
効

活
用

４
． 

そ
の
他
高
崎
市
の
要
望
事
項

の
早
期
実
現

　

新
風
会
か
ら
富
岡
賢
治
市
長
に
89

項
目
の「
令
和
６
年
度
の
予
算
お
よ
び

施
策
要
望
」を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

前
回
の
新
風
会
報
で
お
伝
え
し
た
通

り
で
す
が
、今
回
は
具
体
的
に
そ
の
主

な
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
市
長
へ
要
望
し
た
89
項
目
は

こ
ち
ら
の
２
次
元
コ
ー
ド
よ
り

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

〇 
農
林
業
振
興（
荒
廃
農
地
対
策

や
農
地
集
約
事
業
の
推
進
並

び
に
後
継
者
・
新
規
就
農
者
へ

の
更
な
る
支
援
）

〇 

ス
マ
ー
ト
ビ
ズ
の
推
奨（
行
事
や

式
典
は
状
況
に
応
じ
て
対
応
）

〇 

議
会
並
び
に
行
政
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進（
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
）

〇 

市
内
河
川
流
域
の
治
水
・
安
全
対
策

〇 

本
市
の
区
画
整
理
事
業
の
促
進（
倉
賀
野
駅
北
・

高
崎
操
車
場
跡
地
ほ
か
）

〇 

城
東
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
防
災
拠
点
と
な
る

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
建
設

〇 

お
と
し
よ
り
ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー
の
ル
ー
ト
分
割

や
軽
微
な
ル
ー
ト
変
更（
倉
渕
・
榛
名
・
箕
郷
・
吉

井
地
域
）

〇 

帯
状
疱
疹
治
療
費
の
補
助
金
給
付

〇 

吉
井
地
域
へ
の
新
規
工
業
団
地（
用
地
）の
選
定
及

び
分
譲

〇 

旧
堤
ヶ
岡
飛
行
場
跡
地
の
21
世
紀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進

〇 

南
八
幡
京
ケ
島
線
の
早
期
整
備

〇 

豊
岡
新
駅
並
び
に
経
大
大
橋
の
早
期
完
成

〇 

高
崎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
農
地
及
び
不
耕

作
地
の
有
効
利
用

〇 

桜
山
小
学
校
区
へ
の
公
民
館
設
置
促
進

〇 

岩
鼻
小
学
校
区
公
民
館
の
改
築

〇 

学
校
図
書
館
の
図
書
購
入
予
算
の
拡
充

〇 

小
中
学
校
の
紫
外
線
対
策
充
実（
日
傘
・
サ
ン
グ
ラ

ス
等
）

〇 

新
町
支
所
の
改
築

〇 

浜
川
運
動
公
園
拡
張
整
備
に
伴
う
ア
ク
セ
ス
道
路

の
拡
張
促
進
と
周
辺
の
交
通
渋
滞
の
解
消

〇 
西
毛
広
域
幹
線
道
路
体
験
型
道
の
駅
設
置

〇 
吉
井
方
面
隊
詰
所
の
改
築

〇 
榛
名
文
化
会
館（
エ
コ
ー
ル
）の
空
調
設
備
更
新
に

向
け
て
の
調
査
費
計
上

総
合
防
災
訓
練

『
ど
う
す
る
家
康
』に
登
場
し
た

井
伊
直
政
公
と
箕
輪
城
と
高
崎

　

令
和
５
年
11
月
18
日
、新
町
防
災

ア
リ
ー
ナ
で
、令
和
５
年
度
高
崎
市
総

合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た（
隔

年
開
催
）。

　

出
場
は
、高
崎
市
等
広
域
消
防
局
、

陸
上
自
衛
隊
第

12
後
方
支
援
隊
、

高
崎
市
消
防
団
、

群
馬
県
防
災
航

空
セ
ン
タ
ー
、群

馬
県
警
察
本
部

警
備
部
機
動
隊

を
は
じ
め
、上
下

水
道
・
ガ
ス
・
電

気
・
ラ
ジ
オ
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
事
業
者
、建

設
・
設
備
事
業
者
な
ど
、36
団
体

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
害
を
想
定
し
た
訓
練
で
、地

元
住
民
が
避
難
所
に
指
定
さ
れ
た

新
町
防
災
ア
リ
ー
ナ
に
徒
歩
移
動

し
、屋
外
ス
ロ
ー
プ
で
２
階
に
避
難

し
ま
し
た
。
屋
上
に
避
難
し
た
被

災
者
を
県
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が

ホ
イ
ス
ト
と
い
う
吊
り
上
げ
器
材

で
救
助
す
る
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し

た（
写
真
）。

　

初
め
て
総
合
防
災
訓
練
を
見
た

市
民
は「
高
崎
市
で
は
こ
ん
な
に
大

掛
か
り
な
す
ご
い
訓
練
を
き
ち
ん

と
や
っ
て
い
る
の
で
す
ね
」と
感
心

し
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ『
ど

う
す
る
家
康
』で
は
、家
康
を
支
え
る

家
臣
の
四
天
王
の
一
人
と
し
て
井
伊
直

政
が
登
場
す
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
井
伊
直
政
は
、高
崎
市
と
関
わ

り
が
深
く
、天
正
18（
１
５
９
０
）年
、家

康
が
国
替
え
に
な
り
、江
戸
城
を
居
城

に
す
る
と
、直
政
は
家
臣
中
最
高
の
12

万
石
で
箕
輪
城
の
城
主
に
任
じ
ら
れ
ま

し
た
。
直
政
は
箕
輪
城
に
入
る
と
、城

の
改
修
や
城
下
町
の
整
備
に
取
り
掛
か

り
、関
東
地
方
有
数
の
城
下
町
と
し
て

に
ぎ
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
慶
長
３（
１
５
９
８
）年
、直

政
は
箕
輪
城
か
ら
南
の
和
田
の
地
に
新

た
に
高
崎
城
を
築
城
し
、街
を
移
転
し

ま
し
た
。

　

城
の
移
転
に
伴
い
現
在
も
箕
郷
町
に

残
る
連
雀
町
、田
町
、紺
屋
町
、鍛
冶
町

な
ど
の
地
名
も
高
崎
に
そ
の
ま
ま
移
し
、

職
人
や
商
人
の
街
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
多
く
の
お
寺
も
移
転
し
、新
た
な
城

下
町
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
高
崎
の
ま
ち
づ
く
り
を
始
め
た
人
物

そ
れ
が
井
伊
直
政
で
す
。

　

さ
て
現
在
、箕
輪
城
は
市
に
よ
っ
て

駐
車
場
や
ト
イ
レ
、復
元
さ
れ
た
門
や

橋
が
整
備
さ
れ
、県
内
外
か
ら
多
く
の

方
が
訪
れ
る
文
化
観
光
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
箕
輪
城
で
は
毎
年
、本
丸

を
舞
台
に
地
元
住
民
に
よ
り
、『
箕

輪
城
ま
つ
り
』が
開
催
さ
れ
、今
年

は
21
回
目
を
数
え
、富
岡
賢
治
市

長
に
は
井
伊
直
政
の
甲
冑
を
着
て

ご
参
加
い
た
だ
き
、盛
り
上
げ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
先
日
、井
伊

直
政
に
関
す
る
講
演
会
も
箕
郷

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、多
く
の
参

加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
に
は
、

箕
輪
城
と
と
も
に
井
伊
直
政
や
長

野
業
政
な
ど
歴
代
城
主
に
つ
い
て

も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

あ
り
が
た
い
で
す
。

令
和
６
年
度
の
予
算
・
施
策
要
望

本
市
ゆ
か
り
の
国
会
議
員
へ
会
派
要
望
提
出



大河原 吉明

高橋 淳

樋口 哲郎

長壁 真樹

青木 和也

渡辺 隆宏

根岸 赴夫

白石 隆夫

学
校
教
育
の
課
題
に
つ
い
て

 

子
ど
も
た
ち
の
個
性

や
能
力
を
伸
ば
す
本
市

の
取
り
組
み
は
。

 

自
分
や
友
達
の
個
性

を
尊
重
し
、多
様
な
人
々

と
個
性
を
生
か
し
な
が
ら

学
び
あ
う
こ
と
、ま
た
、教

職
員
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
活

用
し
な
が
ら
、個
に
応
じ

た
指
導
や
他
者
と
協
働
す

る
中
で
一
人
一
人
の
良
い

点
や
可
能
性
を
生
か
し
た

指
導
を
行
う
よ
う
努
め
て

い
る
。

 

将
来
的
に
社
会
を
支

え
る
人
材
を
育
て
る
た

め
に
、ど
の
よ
う
な
教

育
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

 

各
教
科
の
授
業
や
社

会
科
学
見
学
等
の
校
外
学

習
、ま
た
、職
場
体
験
学
習

の
や
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
等

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
て
、

生
涯
学
び
続
け
る
意
欲
や

社
会
人
と
し
て
の
基
礎
的

資
質
・
能
力
の
育
成
を

図
っ
て
い
る
。

 

教
育
長
の
取
り
組
み

や
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス

に
つ
い
て
問
う
。

 

子
ど
も
た
ち
が
高
崎

で
育
っ
て
良
か
っ
た
と
思

い
、保
護
者
が
高
崎
で
子

育
て
を
し
て
良
か
っ
た
と

思
う
、ま
た
個
人
の
人
格

を
尊
重
し
、一
人
一
人
に

寄
り
添
い
、将
来
、高
崎
市

の
学
校
を
卒
業
し
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
教
育
を

目
指
す
。

群
馬
地
域
に
お
け
る
有
形
・

無
形
の
文
化
財
の
保
存
と

活
用
に
つ
い
て

 

保
渡
田
古
墳
群
の
管

理
状
況
と
今
後
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
は
。

 

「
史
跡
保
渡
田
古
墳
群

保
存
活
用
計
画
」に
基
づ

き
、管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
井

出
二
子
山
古
墳
の
周
囲
の

堀
部
分
に
つ
い
て
は
、「
は
に

わ
の
里
・コ
ス
モ
ス
の
会
」に

管
理
を
委
託
し
、秋
に
は

多
く
の
コ
ス
モ
ス
が
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

 

金
古
諏
訪
土
俵
獅
子

舞
な
ど
の
無
形
民
俗
文

化
財
の
数
と
、指
定
手

続
き
の
流
れ
は
。

 

国
指
定
は
な
く
、県
指

定
は
榛
名
神
社
の
神
代
神

楽
１
件
で
、市
指
定
は
神
楽

２
件
、獅
子
舞
19
件
、そ
の

他
７
件
で
あ
る
。
新
た
に

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

を
指
定
す
る
際
は
、職
員

に
よ
る
予
備
調
査
を
行
い
、

そ
の
後
、民
俗
学
の
専
門
家

が
実
地
調
査
を
行
い
調
書

を
作
成
す
る
。
こ
れ
を
文

化
財
調
査
委
員
に
諮
問
し
、

指
定
を
可
と
す
る
答
申
が

出
る
と
、教
育
委
員
会
が

承
認
し
、告
示
す
る
。

 

今
後
も
、本
市
の
宝
で

あ
る
各
地
域
の
有
形
・
無

形
文
化
財
の
保
護
を
市

民
と
手
を
携
え
な
が
ら
、

着
実
に
進
め
て
も
ら
い

た
い
。

高
崎
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
に

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

デ
ジ
タ
ル
変
革
を
推

し
進
め
る
こ
と
に
よ
る
、

市
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

 

対
面
や
オ
ン
ラ
イ
ン
対

応
を
組
み
合
わ
せ
、住
民

に
身
近
な
場
所
や
自
宅
で

も
様
々
な
手
続
き
が
可
能

と
な
り
、窓
口
の
多
様
・
充

実
化
が
進
む
。
作
業
時
間

の
短
縮
な
ど
、住
民
の
負
担

と
職
員
の
業
務
負
荷
の
軽

減
も
期
待
さ
れ
る
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
空
き
領
域
の
活
用
方

法
は
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
１

枚
で
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
活
用
で
き
、例
と
し
て
、

図
書
館
利
用
券
や
出
退

勤
・
入
退
室
等
の
管
理
、端

末
や
シ
ス
テ
ム
へ
の
ロ
グ
イ
ン

認
証
に
利
用
す
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 

人
口
減
少
時
代
に
お

い
て
、職
員
数
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
。
デ
ジ
タ

ル
変
革
を
推
し
進
め
る

こ
と
で
、限
ら
れ
た
人
的

資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
、よ
り
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
、

業
務
の
内
容
や
プ
ロ
セ
ス

に
関
す
る
詳
し
い
知
見

と
、デ
ジ
タ
ル
技
術
全
般

に
関
す
る
知
識
・
ス
キ
ル

を
も
っ
た
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
確
保
や
育
成
も
進
め

て
ほ
し
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
５
類
移
行
後
の
本
市
の

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

 

５
類
移
行
に
よ
り
、本

市
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
考
え
方
、進
め

方
に
ど
の
よ
う
な
変
化

が
あ
っ
た
か
。

 

５
類
に
移
行
す
る
以
前

か
ら
、そ
の
時
々
の
感
染
状

況
に
応
じ
、徹
底
し
た
感

染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、高
崎
だ
る
ま
市
や
高

崎
ま
つ
り
、大
花
火
大
会

な
ど
を
本
市
の
重
点
観
光

政
策
と
し
て
開
催
し
て
き

た
。
５
類
に
移
行
し
て
か

ら
は
、イ
ベ
ン
ト
の
規
模
や

内
容
に
応
じ
て
臨
機
応
変
、

か
つ
、柔
軟
に
対
策
を
講
じ

て
開
催
し
て
き
た
。

 
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
イ

ベ
ン
ト
も
多
く
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、開
催
状
況

は
ど
う
か
。

 

既
存
の
文
化
イ
ベ
ン
ト

も
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様
に

開
催
さ
れ
、出
演
者
、観
客

と
も
に
多
く
の
人
々
が
参

加
し
た
。
新
規
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、第
１
回
た
か
さ
き

太
鼓
祭
り
が
行
わ
れ
１
万

２
千
人
以
上
の
来
場
者
を

集
め
た
。
新
規
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、Ｉ
Ｔ

Ｆ
女
子
ワ
ー
ル
ド
テ
ニ
ス
ツ

ア
ー「
高
崎
オ
ー
プ
ン
」が
２

週
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、世

界
46
ヵ
国
か
ら
プ
ロ
の
テ
ニ

ス
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

６
千
人
以
上
が
観
戦
に
訪

れ
た
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

 

吉
井
地
域
に
お
け
る
捕

獲
鳥
獣
の
特
徴
は
。

 

ま
ず
イ
ノ
シ
シ
は
、令
和

３
年
度
は
36
頭
、令
和
４
年

度
は
58
頭
、そ
し
て
本
年
度

は
１
３
７
頭
と
な
り
、ニ
ホ
ン

ジ
カ
は
、令
和
３
年
度
は
52

頭
、令
和
４
年
度
は
56
頭
、

本
年
度
は
58
頭
で
、ニ
ホ
ン
ザ

ル
の
捕
獲
は
な
い
。

 

捕
獲
業
務
を
実
際
に

担
っ
て
い
る
実
施
隊
の
現

状
や
課
題
は
。

 

本
市
で
は
、猟
友
会
員
の

う
ち
１
２
１
名
を
実
施
隊
員

と
し
て
任
命
し
て
い
る
。
実

施
隊
の
体
制
や
役
割
を
維
持

し
て
い
く
上
で
、頻
繁
に
メ
ン

バ
ー
を
変
更
す
る
こ
と
は
難

し
く
、高
齢
化
も
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
引
き
続
き
、十

分
議
論
し
て
実
施
隊
と
連
携

を
図
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

牛
伏
山
を
花
で
囲
む
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

 

改
め
て
計
画
の
内
容
を

聞
き
た
い
。

 
牛
伏
山
を
花
で
囲
む
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、新
た
に
２
万
平

方
メ
ー
ト
ル
を
５
ヵ
年
計
画
で

整
備
し
、四
季
折
々
の
花
木

や
花
き
を
植
え
、多
く
の

人
々
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
整
備
す
る
。
ま
た
、

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
保
全
活
動
に
よ
り
、

吉
井
の
地
域
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
い
け
る
よ
う
計
画
し

て
い
る
。

本
市
の
農
業
に
つ
い
て

 

農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢

お
よ
び
新
規
就
農
者
数
、農

地
再
生
推
進
事
業
の
実
績
は
。

 

平
均
年
齢
は
68
・
４
歳
で

徐
々
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

平
成
30
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で

に
32
人
が
新
規
就
農
さ
れ
て
い

る
。
令
和
３
年
か
ら
現
在
ま
で

に
荒
廃
農
地
か
ら
30
・
３
㌶
再

生
さ
れ
て
い
る
。

 

所
得
向
上
を
支
援
す
る
制

度
の
活
用
状
況
は
。

 

農
業
者
新
規
創
造
活
動
事

業
補
助
金
の
活
用
実
績
は
６
次

産
業
化
の
取
り
組
み
が
83
件
。

ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
が
１

３
０
件
あ
る
。

 

倉
渕
地
域
の
メ
ロ
ン
栽
培
、

障
害
者
農
業
就
労
施
設
の
整

備
状
況
は
。

 

今
年
度
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
、ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
や
管
理
棟
兼
作
業
棟
の

整
備
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
６

年
１
月
下
旬
頃
か
ら
９
月
頃
ま

で
試
験
栽
培
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

 

農
業
政
策
に
お
い
て
他
市

に
は
例
を
見
な
い
多
く
の
メ

ニ
ュ
ー
や
支
援
が
用
意
さ
れ
て

い
る
が
、農
業
従
事
者
の
高

齢
化
に
よ
り
５
年
、10
年
先

に
不
安
を
感
じ
る
。
令
和
７

年
３
月
末
ま
で
に
取
り
ま
と

め
ら
れ
る「
地
域
農
業
の
将

来
の
在
り
方
お
よ
び
目
標
地

図
策
定
」に
向
け
、こ
れ
ま
で

以
上
の
取
り
組
み
を
お
願
い

し
た
い
。

本
市
企
業
へ
の
海
外
進
出

支
援
に
つ
い
て

 

高
崎
も
の
づ
く
り
海

外
フ
ェ
ア
事
業
に
つ
い
て

過
去
の
実
績
と
そ
の
後

の
進
捗
に
つ
い
て
。

 

イ
ン
ド
の
製
造
業
展
示

会
へ
の
出
展
を
き
っ
か
け
に
、

日
本
企
業
の
現
地
法
人
と

の
商
談
が
進
み
、イ
ン
ド
国

内
に
工
場
を
設
置
し
て
イ

ン
ド
で
の
業
績
が
伸
び
て
い

る
企
業
が
あ
る
ほ
か
、シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
展
示
会
で
つ
な

が
っ
た
現
地
商
社
を
通
じ

て
製
品
の
販
売
ル
ー
ト
が

で
き
、商
材
の
輸
出
が
現

在
も
続
い
て
い
る
企
業
な

ど
が
あ
る
。

 

企
業
の
海
外
進
出
に

伴
う
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
へ
の

取
り
組
み
や
継
続
的

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
に

つ
い
て
。

 

海
外
展
示
会
に
初
め
て

出
展
す
る
企
業
も
あ
る
こ

と
か
ら
、渡
航
前
の
出
展

者
説
明
会
に
お
い
て
、ジ
ェ

ト
ロ
の
本
部
か
ら
海
外
進

出
専
門
家
を
招
き
、海
外

展
示
会
に
望
む
心
構
え
や

注
意
点
、商
談
に
結
び
付

け
る
た
め
の
工
夫
な
ど
、具

体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
、準
備
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
商
談
が
進
み
、製

品
の
輸
出
に
関
す
る
諸
手

続
き
な
ど
の
相
談
に
つ
い
て

は
、本
市
に
所
在
す
る
ジ
ェ

ト
ロ
群
馬
と
連
携
し
、よ
り

具
体
的
な
個
社
支
援
が
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

本
市
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
Ｓ

Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

 

本
市
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
は
。

 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
担
っ

て
い
る
家
事
等
を
支
援
す

る
た
め
、令
和
４
年
９
月
か

ら
全
国
に
先
駆
け
て
サ

ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
を
行
っ
て

い
る
。
本
サ
ー
ビ
ス
は
、本

市
在
住
の
中
学
生
及
び
高

校
生
、要
望
が
あ
れ
ば
小
学

生
も
対
象
と
し
て
お
り
、現

在
ま
で
の
相
談
件
数
は
１

０
０
件
を
超
え
て
い
る
。
相

談
は
、学
校
、保
護
者
、子

ど
も
本
人
な
ど
か
ら
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、現
在
30
人
の

子
ど
も
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を
派

遣
し
て
い
る
。

 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
よ

り
良
い
支
援
を
行
う
た
め

に
他
機
関
と
の
連
携
は
。

 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支

援
を
検
討
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
は
、対
象
と
な
る
子

ど
も
や
そ
の
家
族
を
支
援

し
て
い
る
機
関
の
担
当
者
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、福
祉
部

や
学
校
、児
童
相
談
所
な

ど
の
関
係
機
関
と
、速
や
か

な
連
携
体
制
が
構
築
さ
れ

て
い
る
。
子
ど
も
を
取
り

巻
く
家
族
の
問
題
を
、関

係
す
る
機
関
が
集
ま
っ
て
支

援
を
考
え
る
こ
と
で
、切
れ

目
な
い
支
援
に
し
て
い
く
。

 

本
サ
ー
ビ
ス
へ
の
様
々

な
人
材
登
用
な
ど
に
つ
い

て
も
、研
究
し
て
ほ
し
い
。
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新風会所属議員一覧　～市政に関するご相談はお近くの議員まで～

高崎自然歩道の全面改修始まる

　高崎自然歩道は、山名八幡宮の近くから少林山達磨寺まで続く全長約

22kmの遊歩道で、市民の身近なハイキングコースとして利用されている。

　ルート上には、「世界の記憶」に登録されている上野三碑の山上碑や金

井沢碑、観音山ファミリーパークがあり、高崎白衣大観音や洞窟観音、染

料植物園、ケルナー広場など本市の観光スポットなどにも気軽に訪れる

こともできる。

　この高崎自然歩道は、区間が長いため竹林が生い茂り、歩くのに整備

が行き届いていない箇所などもある。また、本来なら山名城址や根小屋

城址から、本市の素晴らしい眺望を望むことができるが、大木が遮り、そ

の眺望を確認することはできない。

　そのような中、森林整備の財源として交付されている森林環境譲与

税の有効な活用手段として、今年度を含めた5カ年での再整備が計画

されている。

　今年度の整備として、山名城址や根小屋城址の眺望を確保するため

に木々の伐採、自然歩道上の支障木や危険木の伐採、案内看板の更新、

さらに、城山団地付近のシノ藪の整備などが予定されている。

　また、来年度以降、山名城址や根小屋城址の展望デッキの改修や休

憩スペースの設置、荒廃竹林の伐採整備や荒廃山林の間伐整備など

計画されており、トイレの新設も検討されている

　自然歩道が整備され、市民の皆様にとりましてより親しみのある歩道

となり、本市の観光名所の一つとなるよう、新風会としても、今後も市と

十分な協力体制を整えていきたいと考えている。


